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にする一部の企業がその地域における宣伝広告を拡大しているといった現状があります。

当日「Our Voice NYC」に参加した若者たちは、現場での呼びかけの他にも「#Soda 

Kills」を合言葉に、Twitter や Facebook といった SNS で運動や主張を拡散し、より多

くの人々に訴えかけました。 

３．スナック菓子は一食になる？ 

 不健康な食事といえば、市場調査会社である NPD が行ったオンライン調査2によると、

2014 年に、普段１人で食事をするアメリカ人が、スナック菓子を食事代わりに食べた

回数は 191 回だとの結果が出ました。これは、ファーストフード店で付け合わせに出る

ようなポテトチップスも含み、またスナック菓子の種類を問わないものですが、１日３食

きちんと食べたと考えて、約５食に１食は、スナック菓子を食事とみなして食べているこ

とになります。この結果を受けて NPD は、単身者が増えていることが一因ではないかと

考察しています。単身者は、料理をするのが面倒だったり、食料品を買いすぎて使い切れ

なくなったりする、これがスナック菓子を購入してしまう一つの要因となっている、と管

理栄養士の Jill Weisenberger3氏も話します。さらに、アメリカ人の一日平均摂取カロリ

ーの 25％は、スナック菓子によるものという調査結果も出ていますが、Weisenberger

氏は、それで栄養が十分に取れるならば良いが、たいていはそうではない、栄養価につい

てももっと関心を持つべきだ、と続けました。 

 「アメリカは、間食の仕方が最も悪い国の一つである。」調査団体ニールセンが2014年

に 60 カ国を対象に行ったこの調査によると、ヨーロッパや中東、アフリカでは新鮮な果

物、南米ではヨーグルトがそれぞれ間食として一番よく食べられるものとなっていますが、

アメリカにおいては、想像が付くかもしれませんが、１位はポテトチップスでした。

Weisenberger 氏は、間食をする前にこう自問自答すべきだといいます。「今日摂取すべ

きもので足りないものは何か。それが今食べるべきものだ。」 

４．筆者の見た、感じたニューヨーク 

 ニューヨーク市では、今年３月に決定された、市の認可を受けたデイケアセンターにお

ける、２歳未満の幼児にジュースを与えることの禁止や、既に行われている飲食料品への

カロリー表示の義務化など、既にご紹介した以外にも様々な角度から肥満対策が行われて

います。また、今年６月には FDA(米国食品医薬品庁)が、マーガリンやショートニング

などに多く含まれる、脂質を構成する脂肪酸の一種である「トランス脂肪酸4」に関する

使用規制を 2018 年６月から開始すると発表しました。WHO（世界保健機関）では、心

血管系疾患のリスクを低減し、健康を増進するための目標として、トランス脂肪酸の平均

摂取量の基準を掲げていますが、アメリカの平均摂取量はこれを大きく上回っているため

です。 

                                                           
2Lonely, single people are being blamed for America’s snacking frenzy  

http://www.marketwatch.com/story/blame-these-people-for-americas-snacking-

frenzy-2015-08-12  
3Jill Weisenberger 氏のウェブサイト http://jillweisenberger.com/  
4 農林水産省ウェブサイト「すぐにわかるトランス脂肪酸」

http://www.maff.go.jp/j/syouan/seisaku/trans_fat/t_wakaru/  
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既にトランス脂肪酸が含まれていないことを

積極的に示すデリ(お惣菜屋)のメニュー表示 

 先ほどの「約５食に１食は、スナック菓子

を食事とみなして食べている」という結果に

対して、単身者の１人として筆者も、仕事で

帰宅が遅くなった日は、チョコレートやクッ

キーをかじるという習慣があるため、頻度と

してはそれほど多いと思いませんでした。し

かし、筆者がニューヨークに赴任して約半年

が経とうとしていますが、奇妙な色や味のす

る飲料や、明らかに不健康になりそうな甘さ

のお菓子、日本人にとっては味が濃すぎる食

べ物に出会うことが多く、また、現地の方々

がそれらを食べているのを見たり、スーパー

で売っているものを見ても、量がとにかく多いです。また、サラダのように一見すると健

康的なメニューについても、ドレッシングが 

かかりすぎていたり、チーズがたくさん入っていたり、栄養が偏っています。やはり、肥

満の主要な原因は、日々の環境にあると感じざるを得ません。 

 日本では幸いなことに、前述したトランス脂肪酸の平均摂取率は WHO 目標値を大きく

下回っており、また全体的な肥満率についても、男女共に年々高くなってきているという

ような問題もありませんが、一方で子供の肥満5が増加しているという現状もあり、「食

と健康」という生きるためには切り離せないテーマを考えるにあたり、今回ご紹介した肥

満問題を他人事には思えないところはあるでしょう。Weisenberger 氏のおっしゃるとお

り、自問自答しながら、自身の食事や間食について考えていかねばならない、と体重計に

乗りながら自省の念に駆られる筆者でした。 

 （丸野所長補佐 和歌山県派遣） 

 

                                                           
5 NHK おはよう日本における特集「子供の肥満を防げ！」

http://www.nhk.or.jp/ohayou/marugoto/2015/04/0409.html  


